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村のデキゴト
Village NEWS

1
月
22
日
、
し
ら
か
ば
荘
に
お

い
て
交
通
安
全
合
同
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、
副
村
長
、
議
長
、
昭
和
駐
在
所

柏
原
巡
査
部
長
、
交
通
安
全
昭
和
分

会
栗
城
秀
策
分
会
長
、
母
の
会
猪
岐

ア
キ
ホ
会
長
、
シ
ル
バ
ー
推
進
隊
渡

部
喜
一
隊
長
が
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
て

玉
串
奉
典
を
行
い
、
今
年
一
年
の
交

通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
安
全
講
習
会

2
月
22
日
、
昭
和
村
公
民

館
に
お
い
て
交
通
安
全
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
津

坂
下
警
察
署
昭
和
駐
在
所
の

柏
原
巡
査
部
長
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
雪
道
は
時
間

に
余
裕
を
も
っ
て
出
発
す
る
」

「
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ
レ
ー
キ

な
ど
の
急
の
つ
く
操
作
は
行

わ
な
い
」
な
ど
の
雪
道
で
の

運
転
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

1
月
30
日
～
31
日
、
2
月
6
日
～
7
日
に

「
農
村
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
関
東
圏
か
ら
8
名
が
参
加
し
、
マ

タ
ギ
体
験
や
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
の
見
学

な
ど
を
通
し
て
昭
和
村
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

夜
に
は
猟
友
会
の
方
達
と
の
懇
親
会
も
開
か

れ
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

は
3
月
に
も
開
催
さ
れ
、
次
回
も
か
た
雪
わ

た
り
や
除
雪
体
験
な
ど
昭
和
村
ら
し
い
体
験

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

農
村
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催

か
ら
む
し
帽
子
づ
く
り
講
習
会

1
月
16
日
～
2
月
7
日
の
土
日
に
か
け
て
「
か

ら
む
し
帽
子
づ
く
り
講
習
会
」
が
全
8
回
に
渡
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
星
ス
ミ
ヨ
さ
ん(

大

芦
︶
指
導
の
も
と
、
か
ら
む
し
の
糸
作
り
か
ら

帽
子
の
編
み
上
げ
ま
で
を
行
い
、
形
や
色
な
ど

思
い
思
い
の
素
敵
な
帽
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
名
昭
司
さ
ん
農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞

2
月
5
日
、
福
島
市
に
お
い
て
「
平
成
27
年

度
福
島
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、

本
名
昭
司
さ
ん(

佐
倉)

が
農
林
水
産
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
45
年
10
月
か
ら
村
統
計
調
査
員
と
し
て

各
種
統
計
調
査
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
農
林

業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
と
し
て
は
計
6
回
従
事
さ

れ
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
統
計
調

査
の
円
滑
な
実
施
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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村のデキゴト
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第
3
回
昭
和
村
体
育
協
会
長
杯

剣

道

大

会

2
月
20
日
、
昭
和
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
「
第
3
回

昭
和
村
体
育
協
会
長
杯
剣
道
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
東
西
戦
と
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
1
位
が
五
十

嵐
海
斗
君
︵
東
軍
︶、
2
位
が
菅
家
菜
々
美
さ
ん
︵
東
軍
︶、

3
位
が
山
内
美
玖
さ
ん(
東
軍
︶
と
な
り
、
東
軍
が
勝
利

し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
会
津
坂
下
警
察
署
の
星
さ
ん
、
小
山
さ

ん
を
迎
え
稽
古
会
を
行
い
ま
し
た
。
星
さ
ん
は
福
島
県

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も
輝
い
た
こ
と
が
あ
り
、
全
国
レ
ベ
ル

の
高
い
技
術
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
み
き
ク
ラ
ブ
・
昭
和
保
育
所
合
同
豆
ま
き

２
月
３
日
、
昭
和
村
保
育
所
に
お
い
て
、

保
育
所
と
つ
み
き
ク
ラ
ブ
合
同
の
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
怒
り
ん
坊
鬼
」
や
「
泣

き
虫
鬼
」
な
ど
、
自
分
の
追
い
出
し
た
い
鬼

を
紙
に
書
き
、
ス
テ
ー
ジ
に
貼
り
付
け
豆
に

見
立
て
た
お
手
玉
を
力
い
っ
ぱ
い
投
げ
、
鬼

退
治
を
し
ま
し
た
。

最
後
は
年
長
さ
ん
が
豆
を
ま
き
、
皆
で

拾
っ
た
豆
を
食
べ
今
年
一
年
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
。
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▲丸山城・牛首城跡が描かれた絵図

延
宝
八
年

金
山
谷
野
尻
組
絵
図

正
月
九
日
に
、
昭
和
村
佐
倉
の
か

ら
む
し
工
芸
博
物
館
の
吉
田
有
子
さ

ん
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
野

尻
中
向
の
笹
屋
文
書
に
関
し
て
追
加

史
料
が
出
て
き
ま
し
た
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
十
七
日
に
実
見
し
撮
影

し
ま
し
た
。
大
き
な
地
図
で
し
た
。

な
お
こ
の
絵
図
は
、
昭
和
四
五
年

十
二
月
二
三
日
付
の
毎
日
新
聞
に
て

包
装
さ
れ
て
い
て
、
裏
書
き
に
「
昭

和
三
五
年
九
月
裏
う
ち
す
る
」
と
追

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
を
上
と
し
た
絵
図
の
中
央
に
は

岩
彩
︵
絵
の
具
︶
の
青
色
で
一
本
の

筋
︵
現
在
の
野
尻
川
、
当
時
は
内
川

と
呼
ぶ
︶
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
上

部
に
は
「
は
か
せ
山
・
白
森
山
・
舟

鼻
山
・
御
前
嶽
」
が
山
名
と
と
も
に

か
か
れ
て
い
ま
す
。
川
筋
に
は
黄
色

の
丸
印
に
村
名
が
描
か
れ
、
赤
く
塗

ら
れ
た
道
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
各

村
の
山
境
界
に
つ
い
て
も
赤
い
線
で

引
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
に
無
い
村
落
は
大
岐
と
小
野

川
の
間
に
「
森
土
」
と
い
う
村
、
下

中
津
川
の
気
多
渕
の
東
手
の
岩
地
蔵

の
あ
る
猿
舘
山
に
「
猿
舘
」
と
い

う
村
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
猿
舘
は

一
五
〇
〇
年
代
に
田
島
の
長
沼
氏
が

野
尻
山
内
氏
を
攻
め
た
と
き
に
戦
場

と
も
な
っ
た
場
所
で
、
山
城
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
木
地
小
屋
の
拠
点
集
落
と
な

る
見
沢
・
木
賊
平
・
畑
小
屋
は
無
く
、

柳
沢
木
地
と
両
原
の
赤
倉
木
地
の
み

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

絵
図
の
隅
に
「
延
宝
八
年

申
ノ

八
月
吉
日

金
山
谷
野
尻
組
絵
図
」

と
表
記
さ
れ
、
絵
師
名
は
あ
り
ま
せ

ん
。
延
宝
八
年
は
一
六
八
〇
年
で
、

い
わ
ゆ
る
江
戸
時
代
の
近
世
前
期
で
、

三
三
六
年
前
で
す
。
一
六
〇
〇
年
代

の
村
の
史
料
は
現
存
が
少
な
く
、
こ

の
新
確
認
の
絵
図
は
、
現
在
の
昭
和

村
や
南
会
津
郡
一
帯
で
産
地
化
が
成

功
し
た
麻
に
加
え
て
、
会
津
藩
の
振

興
策
に
よ
り
、
よ
う
や
く
青
苧
︵
か

ら
む
し
︶
の
栽
培
が
は
じ
め
ら
れ
た

こ
ろ
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

細
見
す
る
と
、「
伊
北

布
沢
村

野
尻
村

山
神
境
」と
し
て
社
殿︵
石

祠
︶
と
思
わ
れ
る
建
屋
と
、樹
木
︵
杉

と
松
等
︶が
描
か
れ
て
い
る
吉
尾︵
よ

し
ゅ
う
︶
峠
。
美
女
帰
峠
、
高
清
水

山
、
ち
い
さ
な
建
屋
︵
祠
？
︶
と
樹

木
が
描
か
れ
て
ま
す
。
野
尻
の
古
城

跡
が
２
カ
所
大
き
く
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
野
尻
集
落
の
西
手
に

あ
る
牛
首
城
︵
栃
尾
沢
城
と
も
、
途

中
沢
︶
は
「
中
丸
古
舘
」
と
あ
り
、

東
手
の
丸
山
城
と
研
究
者
が
呼
称
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
「
古
舘
」
と
記
載

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
吉
尾
峠
・
美
女
帰
峠
を
詳
細

に
描
き
、
城
が
描
か
れ
て
お
り
「
城
絵

図
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
若
松
の
会
津
図
書
館
に
何
回
か

通
い
、
延
宝
八
年
の
同
時
代
の
史
料
に

て
時
代
背
景
を
調
査
し
ま
し
た
。

﹃
会
津
藩
家
世
実
紀

第
三
巻
﹄︵
歴

史
春
秋
社
、
一
九
七
七
年
刊
五
二
九

ペ
ー
ジ
︶
に
、「
十
二
日

無
御
休

野
尻
村
御
泊
、
同
所

古
城
に
御
家

来
衆
被
遣
絵
図
調
、
十
三
日
無
御

休
大
谷
村
御
泊
」
と
あ
り
ま
す
。
絵

図
が
描
か
れ
た
翌
年
、
天
和
元
年

︵
一
六
八
〇
︶
年
四
月
十
二
日
に
幕

府
廻
国
使
︵
巡
見
使
︶
三
名
と
従
者

ら
が
来
村
し
、
古
城
を
調
査
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
大
内
か

ら
田
島
、
伊
南
古
町
、
梁
取
、
布
沢

か
ら
野
尻
泊
、
大
谷
村
泊
で
柳
津
を

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
中
世

の
山
城
跡
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
同

行
者
が
現
地
踏
査
を
し
て
絵
図
︵
縄

張
図
︶
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

五
五
二
ペ
ー
ジ
の
注
記
で
補
う
と
、

江
戸
幕
府
の
廻
国
使
は
保
田
甚
兵

衛
︵
宗
郷
。
使
番
、
奥
羽
松
前
を
巡

視
、
の
ち
大
坂
町
奉
行
、
江
戸
町
奉

行
。
大
和
国
に
て
四
千
石
︶、
佐
々
喜

三
郎
︵
成
澄
。
小
姓
組
。
一
〇
五
〇

石
︶、
飯
河
伝
右
衛
門
︵
信
順
。
常
陸

国
に
て
五
百
石
、
米
二
百
俵
︶。

一
六
八
〇
年
五
月
に
四
代
将
軍
家

綱
が
亡
く
な
り
、
巡
見
使
の
派
遣
が

予
想
さ
れ
る
な
か
、
同
年
八
月
に
新

史
料
の
「
野
尻
組
絵
図
」
が
作
成
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

延
宝
八
年
は
廻
国
使
が
南
山
御
蔵

入
領
へ
の
巡
視
に
で
か
け
た
会
津
若

松
城
下
で
は
四
月
十
一
日
に
五
三
五

軒
が
焼
失
、
十
三
日
に
六
八
〇
軒
が

焼
失
す
る
大
火
が
お
き
て
お
り
、
幕

府
一
向
が
来
て
い
る
な
か
で
の
付
け

火
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
廻
国
使
に
は
会
津
藩
士
の
向

井
新
兵
衛
が
随
行
案
内
し
て
い
ま

す
。
寛
文
二
年
︵
一
六
六
二
︶
に

﹃
会
津
四
家
合
考
﹄、
寛
文
十
二
年

︵
一
六
七
二
︶﹃
会
津
旧
事
雑
考
﹄
を

ま
と
め
た
学
者
で
す
。 

と
す
れ
ば
幕
府
廻
国
使
が
見
た
会

津
地
域
の
詳
細
な
古
城
絵
図
︵
縄
張

図
︶
は
向
井
新
兵
衛
が
作
成
し
た
も

の
が
別
に
存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
会
津
藩
の
随
行
者
に
、
田
島

の
会
津
藩
南
山
御
蔵
入
奉
行
の
飯
田

兵
左
衛
門
︵
新
し
く
最
上
か
ら
青
苧

根
を
移
入
し
、
奥
会
津
に
植
え
付
け

を
推
進
し
た
人
︶も
随
行
し
て
い
ま
す
。

中
向
の
小
林
政
一
さ
ん
が
﹃
奥
会

津
の
画
師

佐
々
木
松
夕
﹄︵
ふ
る

さ
と
企
画
、二
〇
一
五
年
十
一
月
刊
︶

を
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
史
料
の

絵
図
は
、
松
山
村
の
絵
師
の
秀
度
、

秀
徳
、
幸
助
︵
東
牛
斎
松
夕
︶
の
前

の
時
代
に
該
当
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
調
査
が
必
要
で
す
。

﹃
金
山
町
史
﹄
の
口
絵
に
「
金
山

谷
組
絵
図
」
が
あ
り
描
か
れ
た
の
が

同
時
代
の
延
宝
年
間
で
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
27
回
～

▲現在の牛首城跡
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 東京電力からのお知らせ
原子力損害にかかる法人および個人事業主さまの
損害賠償に関する「個別相談会」開催のご案内

弊社の福島第一および福島第二原子力発電
所の事故により大変なご迷惑とご心配をおか
けし、心より深くお詫び申し上げます。

本件事故により、昭和村で観光業、商工業、
サービス業、農林業等を営む法人および個人
事業者さまが被りました風評被害等による損
害賠償の仕組みや具体的な請求手続きについ
て、ご相談いただける「個別相談会」を開催
致しますので、ご案内申し上げます。

賠償請求に関するご疑問、お問い合わせ等
を個別にお受けする場でございます。ぜひこ
の機会をご利用いただきたいと存じます。

【お問い合わせ】  東京電力株式会社 福島補償相談室 ☎ 0120-926-404 受付時間：9 時～ 21 時

日 程 場      所 受付時間
4 月 7 日 ( 木 ) 昭和村商工会 

2 階
11 時～ 15 時
時間予約制5 月 6 日 ( 木 )

○予約専用電話番号：0242-24-0710
 （会津若松補償センター）

○予約受付時間：9 時～ 16 時
（土日祝祭日を除く開催日の前日 16 時まで）

※上記予定日でも事前予約がない場合は、   
    相談窓口を開設致しませんので、ご注意
    願います。
※上記日程以降については、改めてご案内

させて頂きます。

平成２８年度 国家公務員 「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ
仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集しています。

国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検
査や指導などを行う税務のスペシャリストです。

【受験資格】
◆ 昭和６１年４月２日から平成７年４月１日生まれの者
◆ 平成７年４月２日以降生まれのもので次に掲げるもの

・大学を卒業した者及び平成２９年３月までに大学を卒業する見込みの者
・人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

【受験申込受付期間】
◆インターネット：平成２８年４月１日（金）から４月１３日（水）まで
◆郵送又は持参：平成２８年４月１日（金）から４月４日（月）まで

【受験申込方法】
受験申込は原則インターネット申込みとする。
郵送又は持参用受験申込書の請求は、最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課又は人事院
東北事務局へ行う。

【第１次試験日】
平成２８年５月２９日（日）

【試験に関するお問い合わせ】仙台国税局人事第二課試験研修係 ☎ 022-263-1111














